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①SEMICONジャパン「中部パビリオン」出展に係る検討

◆半導体に関連するサプライヤーの販路拡大等の支援、ひいては我が国半導体サプライチェーンの強靱化に向け、中部地域一体となったブースの共同出展を行う。

30社程度ブース出展予定。

①マッチングの取組

◆産学のニーズを踏まえて組成される工場見学、

特別講義、インターンシップなどの取組の実施

により、半導体人材の育成・確保の促進を図る。

②既存成果物の有効活用等

◆令和６年度に作成済の「人材育成プログラム」

及び「業界PRパンフレット」の有効活用や必

要に応じてアップデートに取り組む。

• 既存の取組の維持・発展を図りつつ、新たな取組の可能性や自走化についても検討を図っていくこととしたい。

• また、新規の取組に関する費用をLSTC予算を活用して後押し、質・量の両面での充実を図る。

継続して実施する取組
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令和７年度の活動計画（全体像）

①自立化の方策の検討

◆令和８年度までの本協議会の自立

化・自走化に向け、体制の検討を参

加機関及び個別WGにて検討する。

②産学人材交流の検討

◆共同研究の促進や企業OB人材の登用

により、教育機関における半導体人

材育成に係る人手不足解消を目指す。

検討を行う取組

中部地域半導体人材育成等連絡協議会（事務局：中部経済産業局）

①先進地域のノウハウ習得

◆今後アプローチすべきターゲット層に対する有効なア

プローチ方法等を、他地域の先進事例から学ぶ。

②各種取組の試行実施

◆今後特に掘り起こしの必要がある若年層（主に小中高

生）や教員向けに行う試行的な取組を後押し。

③教材（リカレント教育用）作成

◆産学官連携によるコンテンツ作成を検討する。

新たに実施する取組（LSTC予算を活用）

参考：協議会外の取組（半導体サプライチェーンの支援）

※年度内で2回程度の開催を予定
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中部地域における半導体人材育成に係るターゲット整理・取組方針のイメージ ※再掲

電気・電子 物理 化学 機械 情報 その他

博士

十分に興味関心を持っており、半導体業界での働き方も
想像できている

ターゲット②
ニュース・報道や就活中に得た情報のみで、半導体業界を認知していない修士

学士(3,4年)
高専専攻科

• どのような会社があるか認識していない

• 大学で学んだことがどのように活用できるか想像がつかない

• 半導体業界の情報が入ってこない

• 他の業界と比較して給与や将来性、やりがいがわからない

• 仕事におけるWLB、福利厚生、裁量(若手の活躍)も気になる 

⇒母数が多いため、半導体と半導体企業の認知を高め裾野を広げる(就
職の選択肢になる)取組を優先的に実施

※各取組の周知・人員確保にあたって、電気電子工学科以外の学科に対
しては協力体制を築くことが必要なため、環境づくりから実施する

学士(1,2年)
高専本科

ターゲット①
半導体業界を認知はしているが、興味・関心は低い

• 半導体分野・学問に一定興味があるが、半導体業界と学んでいる内
容の関連が分からない

• 自動車業界、AI・IT業界は働き方が想像つくが、半導体業界につい
ては働き方が想像つかない

⇒半導体への興味関心・専門性を高める取組を優先的に実施

※高学年向けの取組を既に実施しているため、施策実施にあたっ
ての障害や課題が少ない

小中高生

ターゲット③
半導体業界との接点がなく、認知できていない

• 半導体が何か知らない

• 半導体業界での働く人のイメージがない

⇒将来的な理系人材の確保に加え、半導体を認知してもらう取組を実施

※ただし小中学校とのつながりや施策の実施経験がなく、企業就職までの時間軸が長いため施策の実施は劣後

• ①電気電子学科の低学年の学生、②電気電子学科以外の他学部の学生、③小中高生 に対して、半導体業界への興味関心が向上する施策を検
討し、半導体産業への人材輩出数の増加、人材の質向上を目指す

(再掲)ロードマップの
作成方針

今後の取組における
ターゲット層
と取組方針

• ①電気電子学科の低学年の学生は、半導体業界の認知はあるが現時点で興味・関心が低いため、興味関心・専門性を高める取組を実施する。

• ②電気電子学科以外の他学部の学生は半導体業界をあまり認知していないため、半導体と半導体企業の認知を高める・裾野を広げる取組を優先的に実施する。

• ③小中高生は接点がなく、半導体業界を認知していないため、理系人材の確保に加え、半導体の認知のための取組を実施するが、①②と比べて取組実績が少なく

実施までの準備・企画に時間を要するため、他地域・業種のベンチマーク調査等から対応していく必要がある。



他地域・中部地域の先進事例収集、勉強会の企画・実施

実施内容/登壇者/
集客・広報手段の検討

広報物の作成
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ロードマップ案(～令和９年) ※再掲

企業×自治体等での勉強会の実施・事例共有
他地域コンテンツの展開・共有

※検討状況によっては早い段階で実証的に行うことも検討

電気電子学科以外の教授との連携
(イベントの予定共有・参加依頼、

依頼事項の整理/説明)

令和８年11月,12月実施

令和８年春休み～ 実施(※各学期の休業期間中)

令和８年夏休み実施(※各学期の休業期間中)

令和７年度 令和８年度 令和９年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

①
電
気
電
子
学
科
の

低
学
年
の
学
生

特別講義

キャリアトークイベント

就活対策イベント

インターン

工場見学

業界説明会

②
電
気
電
子
学
科
以
外
の

他
学
部
の
学
生 キャリアトークイベント

就活対策イベント

インターン

工場見学

業界説明会

③
小
中
高
生 コンテスト・実験イベントの開催

出前授業・体験講義

工場見学

令和８年12月,
令和９年1月実施

令和８年12月,
令和９年1月実施

令和８年11月,12月実施

参加者
実施日時の調整

ターゲット
の具体化

企画内容/広報手段
会場の検討

参加者
実施日時の調整

ターゲット
の具体化

企画内容/広報手段
会場の検討

実施内容/登壇者/
集客・広報手段の検討

広報物の作成

実施施策
の検討

受け入れ予算/体制の構築

参加者
実施日時の
調整

ターゲット
の具体化

実施施設
の調整

実施内容/登壇者/
集客・広報手段の検討

広報物の作成

実施施策
の検討 受け入れ予算/

体制の構築

参加者
実施日時の
調整

ターゲット
の具体化

実施施設
の調整

参加者
実施日時の調整

ターゲット
の具体化

企画内容/広報手段
会場の検討

参加者
実施日時の調整

ターゲット
の具体化

企画内容/広報手段
会場の検討

参加者
実施日時の
調整

ターゲット
の具体化

令和10年
春休み実施

• 新たなターゲット(①～③)への対応としての新たな取組に関して、検討・実施までのロードマップを以下のとおり想定。

以降FBをもとに改善を実施
(以下施策も同様)

全施策共通



令和７年度の活動計画（具体的な取組）

①本協議会の取組の自走化（目標：令和８年度まで）の方針及び産学人材交流促進に係る検討

②裾野拡大に資する取組の実施に向けたノウハウ習得と試行実施

No. 実施時期 項目 具体的な取組内容

１ ー 本協議会の取組の自走化に向けた検討 ー

２ ８月頃 先進地域のノウハウ習得 オンライン勉強会（３テーマ程度）

３ 12月以降 他学部生・若年層向けの取組 工場見学等（３社程度）

４ 10月～12月頃 他学部・他学科教員向け研修 企業見学（６社程度）

５ 今年度内 教材（リカレント教育用）作成検討 ー

６ 〃 産学人材交流事業
・技術シーズ／ニーズのマッチング
・企業⇔教育機関の人材交流

従来のニーズリストのマッチングに基づく各機関における取組

オンライン勉強会(3テーマ)

ノウハウ蓄積

今後のターゲット層に対してアプローチ
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令和７年度活動計画 １．本協議会の取組の自走化に向けた検討

• 第１１回半導体・デジタル産業戦略会議において、今後地域における人材育成・確保に向けた取組をサステナブルとするためには、

「自立化・自走化」を図ることが重要とされており、令和８年度頃までに自己財源で運営可能な体制への転換するよう示された。

• 当協議会の設置から２年が経過し、産学連携による取組は一定程度進んだと評価。今後、国のリソース（予算）が縮小する中で、こ

れまでの取組が維持・発展するには、協議会をどのように運営してくべきか検討を開始したい。

目標

STEP

リソース

中部地域における半導体人材育成の持続的な活動継続

令和７年度：方針の決定 令和９年度：各機関における仕組み化（自走化）令和８年度：課題の整理と対策

STEP1
意識統一・あり方検討WG

STEP2
協議会の機能維持の仕組み構築

STEP3
フォローアップ体制の構築

参加機関の
方向性統一

成果共有等
の仕組み化

フォロー
アップ支援

中経局 教育機関・企業 中経局 教育機関・企業 中経局 教育機関・企業

局の役割 協議会の事務局 自走化支援

・ニーズマッチング
・成果とりまとめ
・協議開催関連 …取組の自走化に必要

なことは？
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令和７年度活動計画 ２．先進地域のノウハウ習得

• ロードマップにおいて、協議会の新たなリーチ先として「電気・電子学科以外の学生」や「小中高生」を挙げたところ、こうした

ターゲットに応じた対応ノウハウや具体ツール等が不足しているため、オンライン会議により、ノウハウ習得を目指す。

• 目標：先進事例習得のためのオンライン会議を３回開催

リーチ先 対象 テーマ案 講師案

進路選択前の学生 教育機関・企業 半導体が切り拓く未来 ～産学ミートアップ 九州局（＋教育機関・企業）

電気電子学部以外の学生 教育機関 専門学部以外へのアプローチ方法 山形大学（山形県）

小中高生 企業 半導体工場に行こう！（＋意見交換）
マイクロンメモリジャパン株式会社
（広島県）

７月中 講師調整 及び 参加者募集

８月上旬 勉強会①開催

８月中旬 勉強会②開催

８月下旬 勉強会③開催

今後の進め方



8出典：九州半導体人材育成等コンソーシアム（第６回会合） より一部抜粋 https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/jyoho/oshirase/250326_1_5.pdf

・進路選択前、就職先検討前の学生、半導体関連企業が一堂に会し、新たなビジネスアイデアWSや施設見学を通じて、半導体業界で働
く魅力発信とイノベーションの種創出に繋げる。

・企業と学生の少人数×長時間のコミュニケーションを取れることが特徴。

２．先進地域のノウハウ習得 ～教育機関・企業向け 若年層への効果的なアプローチ

「半導体が切り拓く未来 ～産学ミートアップ」講師：未定
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２．先進地域のノウハウ習得 ～教育機関向け 電気電子学部以外の学生へのアプローチ

「専門学部以外へのアプローチ方法」講師：山形大学 成田教授（山形県）

・山形大学では、学年・学部不問の講義として新たに開講した「山形・東北と半導体」は、工学部に限らず多くの学生が受講。

・当該講義の受講学生がT-Seeds人材育成プログラムに参加するなど、裾野拡大・深化の成果が見られる。

・新規単位科目の開講から、生徒の興味関心（各プログラムへの参加率）を高めるノウハウの習得に期待。

出典：T-Seeds通常総会 令和６年度事業報告・決算報告（R7.6.26） より一部抜粋
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２．先進地域のノウハウ習得 ～企業向け 小中高生へのアプローチ方法

「工場見学の魅力を伝える」 講師：マイクロンメモリジャパン株式会社（広島県）

出典：中国地域半導体関連産業振興協議会の取組について（人材関係）（中国経済産業局 半導体関連産業室）より一部抜粋

・マイクロン社は、多様な主催者のもと、幅広い年齢層に対して半導体教育を実施してきた。

・主催者との調整方法から、年齢層別に効果的な集客方法やテーマ設定を学べることに期待。
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（参考）

出典：中国地域半導体関連産業振興協議会の取組について（人材関係）（中国経済産業局 半導体関連産業室）より一部抜粋
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令和７年度活動計画 ３-1.小中高生向けの取組（工場見学）

• 小中高生への半導体関連教育の実施状況については、未だ量的・質的にも不足している状況。今後新たに実施する小中高生向けの工

場見学会に対して、試行的に実施に係る費用を協議会予算で負担（バス借上）し、ノウハウ習得や教育機関と関係性の構築を目指す。

• 目標：小学校・中学校・高校の各レイヤで１回、大型バスによる工場見学会を実施（計３回）。

スキームイメージ

県・市教育委員会
（小中高校）

事務局

調整

バス借用（３回） 工場見学

募集

７月 実施市町村・企業検討

9月 実施市町村・企業決定、プログラム決定

  10月 募集・周知開始

  12月以降実施

 1月以降 結果とりまとめ、振り返り

今後の進め方

県・市
産業

担当部署

候補企業⇔事務局 打合せ
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３-2.小中高生向けの取組（株式会社マイナビとの連携）

出典：日テレニュース
https://news.ntv.co.jp/category/economy/fsb952d2998d3246cdbc8c174af775ae08

• 株式会社マイナビでは、高校生向け探究学習プログラム「Locus（ローカス）」により、オンライン学習やフィール

ドスタディ（企業訪問・出張講義等）を提供し、高校生が地域や企業について学習を深める機会を設け、地域就職の

促進に貢献。

• 今年度、愛知高等学校でフィールドスタディの実施が決定しており、現在参加企業を募集中（7/31〆）。

ガールズテックプログラム（福岡県）の事例

実施日時：11月4日（火）14時10分～16時00分
実施高校：愛知高等学校（名古屋市千種区）
実施形式：出張講義型
参加生徒：約500名（当日生徒は各企業へ分かれて受講）
募集企業：10～15社（協議会内で最大5社）
募集締切：令和７年7月31日（木）
その他 ：ご参加の場合には、アカウント発行が必要
※別途（株）マイナビ様よりご案内させていただきます。

愛知高等学校プログラムの募集概要



❹砺波市
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• 生徒、学生のキャリア選択においては、教員の意見や知見が大きく影響する一方、半導体関連企業は基本的にBtoB であるため、進

路相談時に教員側から半導体関連企業が提案される可能性は小さい。

• 他学部学科の教員への半導体の最新動向のレクチャーや、半導体産業の位置付けのインプット等により、様々な分野の教員がそれぞ

れの学部学科等に所属する学生等に対し、半導体産業を進路として提示していただける環境を形成することを目指す。

• 今年度は、試行実施に係る費用を協議会予算で負担（バス借上）し、ノウハウ習得や教育機関と関係性の構築を目指す。

7月 受入企業選定 時期・規模の調整

８月 参加教員の募集

10月上旬 研修①開催

10月下旬 研修②開催

令和７年度活動計画 ４．教員向け研修 

今後の進め方

11月上旬 研修③開催

11月下旬 研修④開催

12月上旬 研修⑤開催

12月下旬 研修⑥開催

東芝デバイス＆
ストレージ

イビデン

キオクシア・
WD

USJC

TPSCo

デンソー

実施企業（案）



今後の進め方（大枠）

15

令和７年度活動計画 ４．教員向け研修

受入可能日・プログラム
の決定

企業

教員向け
「研修リスト」作成

事務局

教育機関内で
「研修リスト」の周知

教育機関

研修希望先へ直接申込み

研修受講者

詳細は今後関係者間で都度打合せをしつつ、決定します。

✓東海（愛知・岐阜・三重）と北陸（富山・石川）の研修リストを作成し、複
数の候補の中から、参加可能な日を教員の方々に選択してもらう（＝企業×
教育機関は限定しない）。
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• 令和６年度のNEDO事業において、大学低学年をターゲットとした「中部地域半導体人材育成プログラム」を作成し、中部地域内外

への教育機関・企業等へ展開。

• 他産業との人材確保競争が激化する中、新卒採用の困難さを受け、今後は専門外の社員や中途社員をターゲットとしたリカレント教

育の重要性はますます高まっており、産業界のニーズを踏まえた、産学官連携による教材作成等について、検討を行う。

令和７年度活動計画 ５．教材（リカレント教育用）作成検討 

産

学官

考えられる課題

・産業界のニーズ調査方法
・教材レベル調整
・コンテンツ内容決定
・教材作成リソース分担
・アップデート等の取り扱い
・権利、知的財産関係 等 得られたノウハウを当協議会に共有し、産学官連

携による教材作成等の枠組みの横展開を検討

動画等のコンテンツを作成する場合、複数の教育
機関内で利用する仕組みを検討

コンテンツ“質”の向上

コンテンツ“量”の向上
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• 地域内に存在するシーズに基づき、学生等の関与が可能な共同研究等が数多く組成されることによって、高度かつ即戦力になり得る

ような人材育成を図ることが重要。

令和７年度活動計画 ６-1．産学人材交流事業

現状

技術シーズ集が個別に存在
• 半導体分野の技術シーズを確認しようとすると、各教

育機関のウェブサイトを個別に確認する必要があり時
間・工数がかかる

• 半導体以外の分野も含まれているため、半導体分野の
技術シーズの掘起し・アクセスが難しい

複数のシーズ集を
見る必要があり、
時間がかかる

目指す姿

半導体分野の技術シーズが集約
• 中部地域の半導体分野の技術シーズが一元化されており、

一か所で技術シーズの把握や連絡先の確認ができるため、
中部地域における半導体分野の技術シーズ・ニーズのマッ
チング、共同研究の組成を促進

一か所で確認
ができ、負担↓

A大学
技術シーズ集

B大学
技術シーズ集

C大学
技術シーズ集

本シーズ集

企業の担当者 企業の担当者

マッチングの促進
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• 教育機関において企業OBを確保することは、学生等に対する半導体教育の実施に当たり有効な手法の一つと考えら

れるが、現状採用が進んでいない。対策の一つとして、本年度は教育機関側で公募している職種のリスト化と、企業

側の再就職を希望している人材のリスト化について検討を行う。

令和７年度活動計画 ６-2．産学人材交流事業

解決策の一つとして、教育機関側の採用ニーズ（公募職種の一覧化）と、企業側の再雇用を希望している人
材プールの情報の可視化が検討できないか。

教育機関

⚫ 半導体分野の教員の採用が難しく、業界全体で教員人材の供給が不足。
⚫ 現在はあまり企業と連携がないが、企業出身の教員が増えると連携が活発になる可能性がある。
⚫ 企業退職後のセカンドキャリアや他大学からの転職・採用を増やしたいが、給与や研究費の不足が障壁。
⚫ 企業人材の採用に関しては公募もしているが、教員等の人脈に依存している部分がある。

”企業社員と教員の個人のつながり” から “企業と教育機関の組織のつながり”に変化

※中部経済産業局によるヒアリング情報を基に記載



半導体産業における製造技術、装置、材料をはじめ、自動車や IoT 機器などのSMART アプリケーションに加え、半導体産業を支える人材育
成までをカバーする、世界を代表するエレクトロニクス製造サプライチェーンの国際展示会。

SEMICON Japanとは
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【参考・協議会外】半導体関連企業の取引拡大等支援の取組について（概要）

SEMICON Japan 2025「中部パビリオン」の出展
【ブース出展イメージ】

SEMICON Japan2023 「TOHOKUパビリオン」

●中部地域には、デバイスや半導体製造装置などのサプライチェーンを支える企業が集
積しており、当該企業群の更なる発展が求められるところ。関連企業の販路拡大の支
援等を図ることで、サプライチェーンの強靭化等への貢献を目指す。

●30社程度のブース出展を予定しており、SEMI主催のマッチングとは別で、バイヤー
を中部パビリオンに招待して、独自のマッチング会を設定予定。

現在、バイヤーを募集中です。ご興味・ご関心があれば、是非お願いします。

（参考：令和６年度）

●開催期間：令和６年12月11日（水）～12月13日（金）

●会場：東京ビッグサイト 東展示棟、会議棟

●主催：SEMI

●主な来場者：デバイスメーカー・OSAT技術者、システムメー

カー、経営者・投資家、若手エンジニア、学生など
出展：SEMICON Japan HP

出典：東北経済産業局HP
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